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一

二
〇
〇
五
年
三
月
十
六
日
、
島
根
県
と
し
て
二
月
二
十
二
日
を
「
竹
島
の
日
」
と
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
た
が
、
右
に
対

す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

二

毎
年
二
月
二
十
二
日
、
島
根
県
が
主
催
し
て
「
竹
島
の
日
」
を
記
念
す
る
式
典
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
右
に
対
す
る
政
府

の
見
解
如
何
。

三

過
去
、
島
根
県
に
よ
る
「
竹
島
の
日
」
を
記
念
す
る
式
典
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
島
根
県
側
よ
り
右
式
典
の
案

内
、
招
待
を
受
け
て
き
た
か
。

四

三
で
、
受
け
て
き
た
の
な
ら
、
政
府
部
内
の
誰
あ
て
に
案
内
、
招
待
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
、
過
去
の
式
典
ご
と
に
全
て

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

四
の
案
内
、
招
待
に
対
し
、
政
府
と
し
て
ど
の
様
な
対
応
を
と
っ
て
き
た
か
。
案
内
、
招
待
を
断
っ
て
き
た
の
な
ら
、
い

か
な
る
理
由
に
よ
り
断
っ
て
き
た
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

六

本
年
も
二
月
二
十
二
日
、
島
根
県
主
催
で
「
竹
島
の
日
」
の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
る
と
承
知
す
る
が
、
本
年
の
式
典
の
案

内
、
招
待
を
政
府
は
受
け
て
い
る
か
。

一



七

六
で
、
受
け
て
い
る
の
な
ら
、
政
府
部
内
の
誰
あ
て
に
案
内
、
招
待
が
な
さ
れ
た
の
か
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

六
で
、
受
け
て
い
る
の
な
ら
、
本
年
の
「
竹
島
の
日
」
の
記
念
式
典
に
、
政
府
と
し
て
ど
の
様
な
関
与
、
協
力
を
す
る
考

え
で
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

九

八
の
関
与
、
協
力
は
、
前
年
ま
で
の
政
府
の
関
与
、
協
力
と
異
な
る
か
。
異
な
る
の
な
ら
、
そ
の
理
由
並
び
に
ど
の
様
な

違
い
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


